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コン ピ ュー ターに よる仏 教 混清 梵 語 の研 究(3)

-梵 文法華経写本における文法解釈の問題

山 崎 守 一

仏教文 献の中で法華 経は写本 の数 の多 さか らも作品 の長 さか らも, 仏 教混清梵

語の文 法 と語彙 の包括的な研究に欠 くことのできない作品 の一つであ る。筆 者は

『梵 文法華経写本 集成 ローマ字本 ・索引-』 第1巻1)の ローマ字 転写 に携

わ つて きたが, そ の過程 で, 法 華経序品 にあ らわれた言語が どの よ うに中期 イ ソ

ド・ア リア ソ語的な要素 を含ん でい るかについて気づいた ことを, 音 韻論, 形 態

論, 正 書 法, 構 文 論 の観点か ら, 思 いつ くままに述べてみ ることにす る。

(1) 正 書 法の異形 (Orthographical Variants)が 散 見 され る。 例 えば-p-/-nn-,

-y-/-yy-, -v-/-vv-, -t-/-tt-等 で ある。Kn: curna〔108〕 は ネパール系写本 で

はすべて curpPa で あ るのに対 し, D1とOはcurpa であ る。ascarya/ascaryya

〔68〕, carya/caryya〔389〕, paryayam/paryyayalp〔408〕; sarva/sarvva〔1〕;

bodhisatva-/bodhisattva-〔20〕, mahasatvanarP/mahasattvanamp〔238〕 が み ら

れ る。

(2) 頭 母 音 の省略 (Prodeligion) はMIA一 般 にみ られ る現象である。Pktに

お い て Anusvara の 後 のapiはvi(<Skt pi), 母 音 の後 のapiもviと な る

(Pischel §143)。 前 椅語 として使用 され る と き idanim は dapirp とな り (Pischel

§144), 語 根 as の 第二 人称 と第二 人称 の現在形 はそれ ぞれmi, si, と な る (Pis-

chel §145)。 Geiger (§66)が 引 用す るva=iva と eva, pi=api, ti=iti, dani=

idanim, hettha=adhastat, na=ena はす べ てBHSで 起 こ りうる, とBHSG

(§4.2)は 記述す る。SMSRに お いて も'pi/pi; 'ti/ti, 'rhan/rhan; va/iva; 'sya/

sya; 'bhut/bhut が み られ る。

(3) 上 付 き文字 (Superscript) rは ネ パール系写本 におい て顕著であ り, 写本 に

あ らわれ た単 なる飾 りの よ うに思われ る。故J. Brough 教 授 によれ ば2), doubt

に お け るb, scissors にお け るcと 同様 な格式あ る役割を演 じている ことになる。

 しか しなが ら, ni-とnir-の 混 同に出 くわす ことがあ る。 例えば parinirvrto/

parinivrto〔381〕 が ある。parinirvrta のPkt形 はparipivvu(y)aで あ り, 二 重

子音-vv-が 単 子音 にな つたため と考 え られ る(cf. BHSG §2, 86)。 す なわ ち,
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(142) コ ン ピ ュー ター に よ る仏 教 混清 梵 語 の研 究(3) (山 崎)

paripivvu(y)aに 対 し, parinivrta と還 梵 されたのである。 しか し後世, 写 字生

が単な る ミスに よつて忘れたか, も しくは省略 された ものとも考え られ よ う。

 つ いでなが ら, nir-/ni-の 事 実 は難解なAMg. niyagatthi(n)(Utt. 1. 7)に 解

決の糸 口を与えて くれ る。Jacobi3)は niogatthi と読 み, niyogarthin とみ てい

る。 そ して niyoga は 「指 定」,「命令」 の意味 であると考 えた。Charpentier4) は

niyaga の読 みを と り, Pischel (§254)とSchubring5) が 与 える niyaga=nyaya

「正理」, 「正 道」を正 しい語源か ど うか確信 で きない, と記 している。Aya ranga

に お いては niyaga=moksa-marga と註 釈 され ている。

 Santisuri は niyago=moksah, Devendra はniyagarthi=moksarthi を与 え, 

moksa と 同義であ ることを示 しているが, 語 源 は不 明である。 Bollee は niyay'

atthi(n)(Sayagadampga 1. 1. 2. 20)に Skt nyaya+arthin を 記 してい る6)。 文脈か

らも niyaga が moksa を 意 味す ることに疑 いはない。 しか し Skt nyaya>niyaga

は語 源的 に可能で も, nyaya=moksa に は疑 問が残 る。

 そ こで niyaya/niyaga は語 源 として*ni-yataか ら由来 して生起 した ものであ

り, 恐 らくこれは nir-yata と同様 の意味を もつ ことを提案 したい。 nirlyata は動

作名詞(acticn noun)niryana='final emancipation'7)の 意 味 と同様な過 去分詞で

ある。-g-を 伴 う形態 は-y-に 対 して誤 つて復元 された-g-を 伴 う一つ の hyper-

form で あ る。-y-は本 来, -t-か ら由来す る。

 ま た, dharma と dharmnma の他 に dhamma〔254 C1〕 が み られるが, これ は

パー リ語 の-rm-が 直 接同化 され た ものではな く, 比 較的新 しい写本 の-rmm-

の異 表記 と考 え られ る8)。

(4) Anusvara は 容 易に省略 され た り, 適 切 でない位置 にある ことが ある。 時

として写 字生の筆 の勢 いに よる ものか, 写本 に付着 した ゴ ミがそ のよ うに写 つて

いるのか判別 で きない こともある。本 来, 一am(acc. sg.)と あ るべ きところが-a

と な り, Anusvara が省 略 され る。 この現象をEdgerton は真 正 なる もの と見傲

しているが(BHSG§§8. 31-34), これ は議論 の余地がない古典サ ソス ク リッ トで

書かれたテキス トにおいて もみ られ る ことか ら, m. c. 以 外 ではacc. sg. -a(<

-am)は 必 ず しもオ リジナルなBHS形 であ る必要はない9)。

 BHSG(§8.93)はnom. pl. -as, -ahがacc. pl. と して使 用 され る ことを教 え

るが, SMSRに お いて-ampsと-as(manditams/manditas ca〔182〕; manoramams/

manoramas ca〔183〕), -amps と-as(satvamps/satvas t-〔166〕)がacc. pl. と して使 用

され ている。-arps/-asの 次 には必ずcで 始まる語が伴 われ, これに対 して-amps/
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コ ン ピ ュー タ ー に よ る仏 教 澱 肴梵 語 の研 究(3)(山 崎) (143)

-asはtで 始まる語を伴 うことが 原則 である。

(5) Visarga と して使用 され るべ き二つの点, 時 には数字8に 似た文字 はネパ

ール写本 において単 な るコンマ, あ るいは句点 として用 い られ る ことが あ る。 そ

してこの現象はギルギ ッ ト写本 とカツ ユガル写本 の両方 に も見 い出す ことが でき

る。 しか しなが ら, 句 点 として用い られたのか, 真 正な る Visarga な のか の判

別には慎重 にな判断が要求 され よ う。

 purvam ca gatva disa sa hi rasmir astadasa-ksetra-sahasra-ptLrpa〔340Kn〕

が ある。rasmi は古 典 サ ソス クリッ トで は男性形であ るが, BHSで ぽ女性形 と

して用い られ る(cf. rasmi〔212〕)。 Knはrasmimの 読 みを とるが, 古 い写本 は

masmi/rasmi と読 んでい る。 いずれにせ よrasmir, あ る いは rasmi はf. nom.

sg. で あ るか ら, purna もf. nom. sg. とい う こ とに な る。 しか し, pUrpnam

(K, C3)以 外 のす べての写本 は-purnna の直 後 に Visarga を 付 け加えている。

BHSG (§9. 10)は nom. sg. -a+Visarga を-ahと 読 む ことを疑 問視す る。 ここ

もpurnna: と表 記す べ きであろ う。

(6) 接 頭 辞ati-, abhi-, adhi-が 混 同して使用 され る。 〔395〕に おいてK幕 は

atimatra を採 用 しているが, ネ パール系写本 には atimatra, abhimatra adhim-

atra の 三 種があ り, ギ ルギ ッ ト写本 はatimatra, カ シ ュガル写本 は adhimatra で

あ る。taとbhaが ネ パ ール系写本 では非常 に よく似か よつてい るた め, 区別 が困難

であることに起因す ると考え ることも可能であるが(BHSD s. v. atikranta), ati-と

abhi-と の間に意味が近いために起 こつた と見倣 した方が よい ように思われ る10)。

adhi-とabhi-の 混 同 もよくみ られ る。BHSD(s. v. adhimana)は adhi-/abhimana

を与 えるが, SMSRの 第2巻 が 出版 され れ ば, atimnana-, adhimana-, abhim-

ana-の 三 語形が 同一ペ ージ(IL233)に おい て同時 にみ ることが で き るで あ ろ

う。ati-とadhi-の 混 同 も知 ることがで きる11)。い ず れ に せ よ, 接 頭 辞ati-,

abhi-, adhi-の 混 同はMIAに お いて一般的 にみ られ る現象であ る。

(7) 写本 に よつて綴 字 の混 同が よ くみ られ る。k/bh: prakasita/prabhasita

C30-71D; g/y: aragayi/arayayi cf. 0: aradhayI0399D; g/s: gotra/sotra C402J; 

c/r: paripacita/paripacita C387D; t/n: tena/nena 03391; t/v/y: tadasi/vadami/

yadasi C406J; th/t: bhavatha/bhavata C411D; th/s: arthikas/arsikas C395D;

d/k; -edam/-ekam C321D; dh/y/s: asam. pravedhanlanena/-veyamanena/

-vesamanena 0233]; d/l: kusidas/kusilas C394J; n/k: antevasino/antevasika

C306J; p/v: pi/vi C126D, paripacita/parivacita C337J; m/p: -matra/-patra
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(144) コ ン ピュ ー タ ーに よ る仏 教 混 清 梵 語 の研 究(3)(山 崎)

C395J, maharsinam/paharsinarn 0388); m/r: yasaskamo/yasaskaro 0319)

m/s: ydmi/yosi C381J; ya/e/ye: drsyanti/drsenti 0343 J, desenti/desyenti

1357J, suvyan. janam/suven. janam C235J; y/s: atyayat/atyasan C291D; y/s: 

yasaskamo/sasaskamo C319); y/h: ayam /aham 0401); r/n; caritva/cinitva 

0389; r/1: vara/vala/cala C400D; 1/n: lolupatma/lonupatma 03941; v/dh/c:

vara/dhara/cara (-la) C400J; v/m: pravucyati/pramuccati C333J, sasramana/

sasravana C294D; s/v: bhasiya/bhaviya C334), eso/evo C379j; s/v/s: kalmasa/

kalmava kalmasa cf. 0: kalpasa C398D; s/v: prabhasena/prabhavena C343J.

これ らの他にs/sが あ る。

上記の混同について二三 の例を と りあげ, さ らに検討 を加 えてみ よう。 ネパー

ル写本 におい てsとsの 区別は 困難 である。 恐 らく写字 生がsとsを 単 なる筆写

上 の選択 と考 え, 書 写す る時 の好みに よつて不統一 に使用 した よ うに思われ る12)。

 BHSG(§4.67)は 音 便上のつな ぎ音(Euphonic-glide)-h-を 認 めず, BHSG

(§21.80)は Mahavastu I. 53, 2ahamが ayamp か ら 由来 して生起す ると考え

た Senart の説 明を疑 問視す る。 また, パ ー リ聖典協会 のパ英辞典 (s. v. nahuta)

は nahuta<Skt nayuta を 記載す るが, パ ー リ語 における他 の例 はみ られ ない よ

うである。 しか し, つ なぎ音-h-はPkt一 般 におけ る現象 であることが知 られて

いる13)。 したが ってayam>*a amp>a-h-ampと い うことにな る。J. Brough14)と

T. Burrow15)に よれ ば-y->-h-の 変 化 はガ シダーラ方言で は存在 していた こと

が知 られる。

流音字(Liquid)rと1の 混 同はア ショーカ王碑文 におけ る arabh-/alabh-, phala

/phara, mampgala/mamgara, loc-/roc-16)や パ ー リ語 arabhati/alabhati の に見

い出す ことがで きる。BHSに お いて もrと1の 交換 はみ られ(BHSG§2.49), vama

も vala も同一 の単語であ り, 方 言 として異な つた二、つの中期 イ ン ド語 と見 倣 す

ことがで きよ う。

Chopra に よる とvとdhの 混 同は二 つの文字 がネパール写本 において容易 に

区別す ることがで きないために起 こつた ことになる18)。 同 様の ことが, tとn, y

とp, yとs等 について も当ては まる。

 vと あ るべ きところにmと 表 記 されるvとmの 交替 はPktに お け る と同 様

(Pkt navakara/namakara<Skt namaskara; tuvarp/tumam<Skt tvam); BHSに お い

て も散 見 され る。

(a) sasramana, sasramana と読 む写本 にC1C5P3T4T8N3D2が あ り, sasravapa
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コ ン ピ ユー タ ーに よ る仏 教 混 溝 梵 語 の 研 究(3)(山 崎) (145)

はBRP1P2T2T3T6NIN2Oで あ る。 この ように写本 には二通 りの読みがあ り, そ

れ もほば同数 である ことか ら, オ リジナルな語形を確定する ことは困難 である。

(b) pravucyati, C333D 60c: namena vaipulyam idam pravucyati (Kn). pravu-

cyati に 対 し て pramuccati (K), pravuccati (pkC4BT2N1N2), pravrajati(C1C2),

prabuddhati Q, prabudhyati (C6RP1P2P3T4T5T8T9A2A3N3), pravudhyati (A3)

が あ る が, 文 脈 か ら pravuccati/pramuccati の 意 味 が 要 求 さ れ る。 た だ し,

prabudhyati(/e)に は'is taught, prqclaimed'の 意 味 が あ り(BHSD s. v.), 文 脈

に 適 合 す る が pravrajati で は 意 味 を な さ な い。 な お, -teに 対 し て-tiはBHS

で よ く み られ る(BHSG§§37. 10-21)。 こ の よ う な 態 (Voice) の 交 替 は Skt に お い

て も 行 な わ れ る が, MIA特 有 の も の と み る こ と が で き よ う。

 上 記 の 綴 字 の 混 同 は 単 な る 写 誤 を 除 け ば, 写本 の 系 統 を 明 らか に す る 上 で 単 語

の 変 移(置 き換 え)と と も に 極 め て 重 要 で あ る。

(8) Pkt的 な 語 彙 が 種 々 見 ら れ る。

(a) 子 音 の 同 化 はPktに お け る 特 徴 的 な 現 象 で あ る が(BHSG§§2. 5-16), SMSR

に お い て も例 外 で は な い。grdhrakuta/grddhakuta〔5〕; pravucyati/pravuccati/

pramuccati〔333〕; sramapa/samapa〔294〕, etc.

(b) MIAで 一 般 的 に み られ る 転 設 はSMSRに お い て も し ば し ば 起 こ り う る。

aya>e: sprhenti/sprhaya(m)ti〔218〕; va>o: srinvanti/srnon(/m)ti 19)〔289〕.

(c) absolutive 語 尾-tvana を もつ 語, srutvana〔376〕 が 存 在 す る。-tvana は

古 典 サ ン ス ク リ ッ トに は 存 在 し な い が, パ ー リ語 に お け る-tvana, (t)una, ヴ ェ

ー ダ 語 に お け る-tvanam, AMgに お け る-ttanam, -ttapa, マ ハ ー ラ ー シ トラ

語 の-una(m)と 関 連 が あ る (cf. BHSG§35. 29)。

(9) 挿 入 母 音 (Svarabhakti Vowel) はparisadi (/parsadi)〔65〕 の よ うに 散 文 中

に み ら れ る こ と も あ る が, ratanana(/ratnana)や Cariyam (/caryam)は 韻 文 中 に

み られ る。 挿 入 母 音 は 一 般 に 韻 律 を 正 常 化 す る た め に 存 在 す る が, ratanana〔195〕

や cariyam〔389〕 は む し ろ 韻 律 (Jagati) の た め に は 無 視 され ね ば な ら な い 挿 入

燭 音 で あ る (cf. BHSG§§3. 98-114)。

(10) 母 音 接 続 (Hiatus) を 避 け る た め, ま た 発 音 を 容 易 に す る た め に, 機 能 を も

た な い samdhi-consonant が Pali (Geiger §67)やPkt (Pischel §353) ど 同 様BHS

で も 起 こ る(BHSG §§ 4. 51-67)。SMSRに お い てmは 最 も頻 繁 に み られ (iha-m-

agra〔134〕; qirnna-mreva), r(bhagavata-r-astau〔306〕; putra-r-abhovan〔306〕; yatha-

r-iva〔193〕)が こ れ に 次 ぐ。y(iha-y-ekarasmina〔205T3〕)とn(rasmii-n-astadasa
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〔340C3〕)は 一つ の写本 に おい てみ られ るのみで, vとdは 全 くみ られ ない。

(11) 字 位 転換 (Metathesis) は パ ー リ語 において よくみかけ られ る現象であ るが

(Geiger §47. 2, §65. 1)20), BHSに おい て も散見 され る。 主 としてネパ ー ル系写

本はあ る段階で-1ava-〔293〕 か ら字位転換 に よつて-vala-と 表 記 してい る。

(12) 男 性 複数形-aniが み られ る。eg. putrani〔257〕, putrany〔306〕. もし この

読みが正 しい なら, パ ー リ語やPktに お いて性(Gender)の 交替 が しば しば行 な

われ る ように21), BHSに おけ る性 の交替の例であ る(cf. BHSG§8. 86)。

(13) 不 定 過去 (Imperfect) に ま じつて optative 形 が み られ る。〔331〕に おいて不

定過 去 pravrajan (Oの み aorist pravrajimsu) に対 して optative pravrajet(P1 P2)

が あ る。 また 〔375〕に おいては abhavan, abhut に対 して bhavet(BP1P2A1)が

あ る。 〔331〕 も 〔375〕 も文脈か ら3人 称複数形 で過去 の意味を もつ動詞が要求 さ

れ る。Sktに お いて-etは3. Sg. optative を表 わす が, も し pravralet も bhavet

も正 しい読みであるな ら, 3. P1. optative と解 す る ことも可能 となる(cf. BHSG

§29. 15)。 そ れ故 これ らは紛れ もな く過 去の意味を表 わす optative の例 である。

この よ うな用法はBHSの み な らず(BHSG§§32. 85ff.), Pktに お い てしば しば

実証 され る (Pischel §466)。

(14) MIAに おい て 口蓋子音 の前後で母音 の口蓋音化 (Palatalization) が み られ,

この現象 はBHSで も例外ではない。aragaya/aragayi(m. c.)〔399〕; upapadya/

upapadyi 〔114〕; caritva/cillitva 〔389〕; darsayate/darsiyate〔349〕; disa/disi

〔397〕; nayuta/niyuta〔216〕; bhasaya/bhasiya〔369〕; bhasisya/bhasisyi/bhasisye

〔363〕.

これ ら の うち 特 に absolutive -ya>-yiに 注 意 が 惹 か れ る。absolutive 語 尾

-yaが-iも し く は(i)と な る の ば Apabhramsa に お い て 知 ら れ て い る (Pischel

§594)。 こ、の 現 象 は 稀 で は あ る が Pali に も み ら れ, K. R. Norman 先 生 は pavisi

"having entered" を あ げ て い る22)。 ま たAMg. anuvii も*anu -vi-ci-ya の abs-

olutive で あ る。 ま ず, cが 落 ち, さ ら に-ii-がiと な り apuviya (こ れ はv.l.

に み られ る)と な る。 さ ら に 口 蓋 音yの 後 で 母 音 の 口蓋 音 化 が 行 な わ れ, *anuvi-

(y)iと な っ た の で あ る23)。-ya>-(y)i/iは Edgerton24) が absolutive で あ る と 確

信 し た upasamkrami〔145〕 を 支 持 す る こ と に な る。本 来, 21aは upasamkramya

lokavinayakesu と 読 ま れ て い た こ と が 推 察 さ れ, 口蓋 音 化 が 起 こ り upasarPkram-

(y)iと な り, さ ら に 韻 律 が Tristubh で あ る た め upasampkrami と な つ た も の と

見 徹 す こ と が で き よ う。
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⑮ 同様に唇音化(Labialisation)さ れ た語彙 も種 々の写 本に見 い出す ことがで

きる・ima/imu〔110〕;kausalya/ka・usalyu(vinayanam)〔409〕;dharmasva'bhava

/一svabhavu〔371〕;yasakama一/yasakamu一 〔397〕.

口蓋音 化や唇音化 は布教師が北 イ ソ ドか らセイ ロソに派遣 され る以前,す なわ

ち,紀 元前250年 以 前にはす でに北 イ ソ ドにみ られた現象 であ り25),校 訂 に際 し

ては この ことに十分注意を払 うべ きであろ う。
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